









































































1990 年代以降は、1989 年の いわゆる 1.57 ショックを受け少子化対策が国の政策の大きな柱となり、




ンダに対応する必要性だった。女性への暴力という問題については、1999 年 12 月に警察庁次長通達「女
性・子どもを守る施策実施要綱の制定について」、2000 年にストーカー規制法の成立という対応が続き、
2001 年には、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（いわゆる DV 防止法）が制定
された。この法律には、警察の早期介入に対する批判もあったが、真に必要な介入ならもっと認められ
るべきとの応答が一部のフェミニストからなされた。2004 年の改正では、被害防止のための介入がよ






















































































































































































































































3 元々オーストラリアを発祥とするこの言葉は、feminism と bureaucrat の合成語であり、女性運動への同一化と、男性
優位の既存の国家制度の一員であることとの二重のアイデンティティを背負いつつ、漸進的な政策革新にあたる内的葛
藤を含んだ存在を指すものとされる [ 牧原 2005]。
4 この結果には、大選挙区・制限連記制（定数 10 人以下の選挙区では２人の候補者氏名を、11 人以上の選挙区では 3
人の候補者氏名を一枚の用紙に記入して投票する）がとられたことの影響が大きかったと指摘されている [ 石川・山口、
2010：24-25、37]。
5 2012 年 12 月の総選挙において女性は、立候補者の 1504 人中 225 人（14.9％）を占めた。当選者については小選挙区
の定数 300 人中 16 人（5.3％）、比例区の定数 180 人中 22 人（12.2％）を占め、女性の衆議院議員は総計で 480 人中 38
人（7.9％）となり、前回ようやく超えた 10％という水準を大きく下回ることとなった。






に注意を喚起する議論として [Lovenduski、 2005: 141]。
10 アリストパネスの喜劇『女の議会』や『女の平和』[ アリストパネス、1964] が、「戦争や政治の決定に関して女性が
影響力を振るうという、当時の現実ではありえなかったフィクションを使って、軍事的拡張によって富を追求するとい
―74―
う現実のアテナイ政治への痛烈な批判を表す作品であったと理解できる。」とする [ 川出・山岡、2012：62] 参照。
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付記：本稿は、2012 年 11 月 20 日（火）に行われた「第 56 回ジェンダーセッション」における口頭発表原稿を改稿し
たものである。発表の機会を与えてくださったジェンダーフォーラムの新田啓子所長と準備にご尽力くださったスタッ
フの皆様に衷心より感謝申し上げます。また、十分煮詰められていない発表であるにもかかわらず、活発な質問・コメ
ントをくださった当日の参加者の方々にもこの場をお借りして御礼申し上げます。
